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プール活動・水遊びを行う場合の事故の防止について 

 

 プール活動・水遊びを行う場合の事故の発生を防止するため、内閣府等から通知があり

ました。下記事項の取組を行い、安全管理を強化するようお願いいたします。また、通知

に関係する資料については横浜市 HP に掲載しておりますので参考にしてください。（次ペ

ージ参照） 

 

＜プール活動・水遊びを行う場合に行う取組＞ 

(1) プール活動・水遊びを行う場合は、監視体制の空白が生じないように水の外で監視に専

念する人員とプール指導等を行う人員を分けて配置し、また、その役割分担を明確にす

ること。水の外で監視に専念する人員を配置することができない場合には、プール活動・

水遊びを中止すること。 

 

(2) 事故を未然に防止するため、プール活動・水遊びに関わる職員に対して、子供のプール

活動・水遊びの監視を行う際に見落としがちなリスクや注意すべきポイントについての

事前教育を十分に行うこと。  

なお、ガイドラインでは「プール活動・水遊びの際に注意すべきポイント」として、

以下の点を示している。  

① 監視者は監視に専念する。  

② 監視エリア全域をくまなく監視する。  

③ 動かない子どもや不自然な動きをしている子どもを見つける。  

④ 規則的に目線を動かしながら監視する。  

⑤ 十分な監視体制の確保ができない場合については、プール活動の中止も選択肢と

する。  

⑥ 時間的余裕をもってプール活動を行う。等  

 

(３)  事故発生時に適切に対処することができるようになるよう、職員に対して、心肺蘇生

を始めとした応急手当等を含む救急救命講習等の研修の機会を設けること。また、一

刻を争う状況にも対処できるように、１１９番通報を含めた緊急事態への対応を整理

し共有しておくとともに、緊急時にそれらの知識や技術を実践することができるよう

に日常的に訓練を行うこと。  

裏面あり 



※ 事前教育及び研修を実施するにあたっては、新型コロナウイルス感染症対策に十分配慮し、

研修内容に応じて、実施方法の検討を行うこと。特に、施設で実技を伴う研修を実施する場合

は、開催場所、回数、参加人数の調整を行い、いわゆる「三つの密（①密閉空間（換気の悪い

密閉空間である）、②密集場所（多くの人が密集している）、③密接場面（互いに手を伸ばし

たら届く距離での会話や発声が行われる））」を避ける等の感染リスクに充分配慮すること。 

 

【参考資料等】 

・プール活動・水遊び事故防止通知 

・別添①スポーツ庁通知 

・別添②プール活動・水遊び 監視のポイント 

・別添③プール活動・水遊びに関するチェックリスト 

・参考資料①保育所等における新型コロナウイルスへの対応にかかる QA について 

・参考資料②今年度における学校の水泳指導等の取扱いについて 

・参考資料③今年度における認定こども園のプール活動の取扱いについて 

 
上記参考資料等については、「横浜市から施設・事業者のみなさまへ」の通知欄にからダウンロー

ドができます。 

横浜市 HPトップページ→事業者向け情報→分野別メニューの「子育て」 

 →子ども子育て支援新制度移行案内について→横浜市から施設・事業者のみなさまへ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                    

担当 保育・教育運営課 運営指導係 

             電話 045-671-3564   

FAX 045-664-5479  

お知らせの６月 30 日欄に 
リンクがあります。 


